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研究主題 令和の日本型学校教育 

～主体的に参画し 

友達の思いに寄り添う 

児童主役の学級活動～ 
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１ 事前指導 

⑴児童が主体的に参画するため

の学級会ノートの活用 

⑵学級会までの見通しをもてるよ

う学級会コーナーを活用 

◎一人一人が自分の意見をもった上で、話

合いに臨むことができる 

◎花丸やコメントをすることで、安心して

発表できるようになる 

◎児童が活動の見通しをもって計画・参画が

できるようになる 

◎話合うことが整理され可視化される 

◎「提案理由」や「めあて」が共有できる 

 

⑶児童が必要感をもって話合い

に参加するための提案理由の

キーワード化 

◎キーワードが道しるべとなり、論点がず

れにくくなる 

◎短い言葉で話合いの要点をつかむことが

できる 

◎話合いのねらいが明確になる 

◎みんなで共通理解がしやすくなる 

～教科等横断的な視点～ 

新
し
い

1

年
生
が
喜

ん
で
く
れ
て
、
な
か
よ

く
な
れ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
三
組
が
力

を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

二
年
生
へ
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
も
で
き
る
と

思
い
ま
す
。 

    

な
か
よ
く 

な
れ
る 

◎日記の宿題に、コメントをし合うことで、

友達の思いに触れて、自分の考えを言え

るようになる 

◎聞き手としての姿勢が育つ 

友
達
の
考
え
に
対
し

て
、
自
分
は
ど
う
思
っ

た
の
か
・
・
・ 

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ 

よ
ろ
こ
ぶ 

国語ノート 

宿題の日記 
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２ 本時の指導 

⑴思考を整理するための黒板の

活用 

⑵話合いにおいて折り合いをつ 

けるための教師の声かけ 

３ 事後指導 

⑴見通しをもたせるための活動計画の作成 ⑵振り返りを可視化するための掲示  

◎児童が『今どこのことについて考えてい

るか』が一目でわかる 

◎理由を板書することで、『比べ合う視点が

焦点化』し意見が出しやすくなる 

◎意見の関連が見えて考えが深まる 

⑶他者と協力して活動する経験 

◎役割分担を明確にして、協力しやすくなる 

◎やることがはっきりして、見通しをもって

実践することができるようになる 

◎
決
ま
っ
た
役
割
で
準
備
し
、

み
ん
な
で
実
践
す
る
楽
し

さ
を
味
わ
い
、
達
成
で
き
た

喜
び
を
実
感
で
き
る 

宝探しで、宝がみつからなかっ

たら、新 1年生が楽しめないと

思います・・・ 

○○さんの心配意見に対する

解決策がある人はいますか？ 

宝が見つからなかった子にも、

景品をあげるのはどうですか？ 

それなら新 1 年生も楽しめると

思います！ 
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４ 教科等横断的な視点～安心して発言できる学級づくり～ 

⑴認め合う時間の確保 ⑵少人数→全体の順番での発言 

成果 課題 

◎どの教科においても話合い活動の場を設け

ることで多くの経験を積むことができる 

◎少人数だと緊張が少なく、自分の意見を言い

やすく、発言へのハードルが下がる 

 

◎各教科でよさを見つけ合う機会をつく

ることで、互いを認め合う雰囲気が生

まれる 

◎良さや頑張りを掲示して共有すること

で、友達関係が深まり、学級全体が温か

い雰囲気になる 

◎年度当初は発言が苦手だった児童が、

自分の考えを自信もって発言できる

ようになった 

◎友達の意見に対し、否定することなく

寄り添う肯定的な発言が増えた 

◎提案理由をキーワード化することで、

話合いの目的の共通理解を図ること

ができた 

◎教師が児童の考えをつなげることで

提案理由にそったより深い話合いが

できるようになった 

・折り合いをつける経験を繰り返し積むこと

で、「自分もよくてみんなもよい」という合

意形成ができるように継続して話合いを

していきたい 

・教師がファシリテーターとして適切なタイ

ミングで介入することで、話合いの質を高

めていく必要がある 

・一人一人の意見を尊重するために、比べ合

いの活動では、理由に着目する。それに対

して自分の意見を発表する力を低学年の

段階から少しずつ意識させたい 

・「小学校学習指導要領解説 特別活動編」文部科学省 

・「みんなでよりよい学級・学校生活をつくる特別活動」国立教育政策研究所教育課程研究センター 

・「特別活動で日本の教育が変わる」杉田洋／稲垣孝章 

・「特別活動で学校が変わる！」杉田洋／特別活動希望の会 

・「小学校学習指導要領解説 特別活動編」文部科学省 

参考文献 

５ 研究を通して 
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